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編集：関 口　 勝
　紀要第 28 号が予定通り刊行することができなかったため、第 17 回総合
学術文化学会研究発表会（平成 27 年 12 月 5 日開催）の発表概要を本号に第









































































































































































































































































































































































































































度の高い明色による点描風の筆致に 15 世紀のフランコ ＝フラマン画派を
引き継ぎつつもイタリア的な要素を融合したトゥール画派のジャン・ブル
ディション、ジャン・ポワイエからの影響が認められるのと並行して、グ
リマーニの画家らゲント ＝ブリュージュ画派による空気遠近法による細密
な風景描写の影響が認められる。挿絵を囲むエンタブラチュアを備え 2本
の装飾柱で支えられた額縁は、ナポリ王フレデリコ 1世に随行して一時ト
ゥールに滞在したジョヴァンニ・トデスキーノからの借用と考えられるほ
か、当地で没して間もないレオナルド・ダ・ヴィンチの絵画の影響も認め
られる。
　アルプス山脈の南北、イタリアとネーデルラントの絵画の最新の傾向が
混在する 1500 年前後のフランス絵画の特徴は、祈祷文テクストを記載す
るページの周縁余白の彩飾において一層顕著であり、就中二つの絵画表現
が特筆される。一つ目は、主としてニューヨーク写本の聖人請願の彩飾に
見られる紙面の平面性と絵画の三次元性との間の揺らぎの視覚効果をねら
ったものである。ここでは白いページの平面性を強調する人文主義的なイ
タリック書体で筆写された祈祷文の周囲に、テクスト欄の裏に回り込むよ
うな三次元的な物語情景が叙述的な絵画表現を伴って描かれる。このため
に、物語場面を覆い隠すように絵画の前景に祈祷文を記した「看板」が掲
げられているかのような錯覚が生じる。
　二つ目の絵画表現として、所有者を視覚的に暗示するエンブレムや表徴
類が指摘される。とりわけ女性向けの時禱書写本において人気を博した、
だまし絵的な技法や装飾的な図案化を施した動植物モティーフがほどんと
認められない代わり、個人の標
モットー
語を記したはためくリボン、クロード・ド・
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フランスが母アンヌ・ド・ブルターニュ同様帰依したフランチェスコ会の
シンボルである結び目のある縄帯を用いた組紐文様が、実物をページの余
白上にポンと置いたかのようなイリュージョニスティックな写実性を持っ
て表現される。さらには天球儀、S字型の雲形、黄金の翼などのモティー
フは他の時禱書写本の作例にはない珍しいものである。その意味の解釈の
困難さは、内向的で信心深い女性と伝えられるクロード・ド・フランスが
実際どのようにして時禱書 ＝祈禱集を利用したのかという問題とも密接に
関わってくる。しかし、『クロード・ド・フランスの時禱書 ＝祈禱集』が、
天文学や神秘思想を含む高度に知的なフランス・ルネサンス最大の芸術庇
護者フランソワ 1世の宮廷を背景に成立したことを想起すると、上に概説
したような彩飾上のディテールのそれぞれが、ルネサンス的な視覚性、フ
ランス宮廷に伝統的なエンブレム ＝記号的な視覚文化、信仰の個人化・内
面化の局面を背景とする新たな信仰の実践形式の模索とも関わりながら、
複合的な視覚表現と意味の総体を形成していることが改めて問題として浮
上してくるといえるのである。
